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日 ASEAN 科学技術・イノベーション協働連携事業（NEXUS） 

日本－フィリピン「水の安全保障」 

研究領域 

2024 年度 年次報告書 

研究課題名（和文） 生物由来の前処理剤を利用した海水淡水化 

研究課題名（英文） Bio-based Pretreatment for Enhanced Seawater Desalination 

日本側研究代表者 奥田 哲士 

研究期間 2025 年 1 月 1 日～2027 年 12 月 31 日 

１. 日本側の研究実施体制 

氏名 所属機関・部署・役職 役割 

奥田 哲士 龍谷大学・先端理工学部・教授 
すべての研究テーマにおける、日

本側研究チームの統括 

岸本 直之 龍谷大学・先端理工学部・教授 
研究テーマ２，３における、RO

膜ろ過実験の結果の解析補助 

２. 研究成果の概要 

① 研究構想にかかる成果 

研究テーマ１の「1.1 農業廃棄物からの機能性ナノ粒子の合成」について、機能性ナノ粒子合成法の基

礎を持つフィリピン大学で行うこととしていたため、関連する文献調査を行い、その方法（水熱炭化法、

湿式含浸法、触媒酸化法）の理解を深め、それらを単独で吸着剤として用いたり、膜に保持（練り込み）

したりする適応法を確認した（全体イメージ：下図）。各種合成法については、論文より合成条件も精査

した。具体的には、水熱炭化法では塩酸酸性中で加熱することとし、銀粒子を含有させる際に利用する湿

式含浸法では室温でエタノール中で超音波をかけて分散させた後に窒素雰囲気で加熱、その粒子を酸素

が存在する条件で加熱して行う触媒酸化法により酸化銀を含有するナノ粒子に変換するという計画を確

認した。 
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図 A 前処理剤の作成・評価の全体イメージ（Ramon 氏の申請書に奥田加筆）と膜生成の様子（右） 

 

また、海水中のファウラントに関する文献調査も行い、RO 膜（逆浸透膜）においてファウラント（目

詰まり物質）となりうる成分や、その低減に関する既往研究の理解を深めた。実際に市販の薬剤（レッド

シー、コーラルプロソルト社）を用いて、人工海水を作成し、電気伝導度等を測定して性状が実海水に近

いことも確認した。 

さらに、日本側が次年度にチャレンジするモリンガオレイフェラ（MO）の種子の殻を原料とした機能

性ナノ粒子の合成の準備として、種子の殻の成分や他の方法による吸着材の合成について文献調査を行

い理解を深めた他、次年度の合成試験に向けてモリンガの種子の殻や抽出残渣を収集、保管した（下写

真）。 

 
図 B ナノ粒子合成のためのモリンガの各種残渣（左：ろ紙上の抽出残渣、右：種の殻） 

 

② 国際研究交流の促進にかかる成果 

 Web 会議システムにより、先方研究者と打合せを行った。 

 


